[15-1]CSEAS内プロジェクト報告会について by 福井, 捷朗 & 口羽, 益生
Title[15-1]CSEAS内プロジェクト報告会について
Author(s)福井, 捷朗; 口羽, 益生







《 1 5 - 1》
CSEASPヨプロジェクト判迂全~·~きさにーっし、
亡ー
去る 3月 12日に上記報告会があり、 p羽、楠井が報告した．そのときのレ
ジュメとい〈つかの質問と僻容の純嬰を以ドに記します．
レ ジ ニL メ
「タイ村端構造の動態的研究J （俗祢 ドンデーントl調査）
柑告者：桶i：挫削． IJ羽娃生






























は、 1 a I世紀になってからと思われる.M民の空間的ノ4ターンl士、 1¥/iDl（全体でみれば
ド流地からk流域へであり、同所的には洪水官の頻度と水凹適地のμ、がりによってい
る．すなわち‘一般的には下闘で示される．









なお、岡rjIの年数lま、 DD 周辺の 20数ケ村の場合である.Roi Et 付近で









ド流域からのラーオ人｜刑判者集聞のDDへの到来ほ. 1 9 I世紀， I•頃と！呂われる。
それ以前にスヱイ族と呼ばれるクメール系の住民がおり、初期ラーオ開』li者と一部混
合し、一部iま余所へ移住した．スヱイ族も水田耕作者であったと思われる．













e .常釧JUI (195・0 s～ ） 


























村域内 8,000 推の収昆；あるいは収慢の~＇j無（ 3 段階）について． 1 9 8 11:.: 
（時肢の早魁）、 1 9 8 31:（空前の大豊作）の実·31~ データの他、 1 9 7 81ド
（大供水）． 1 g 7 91i: c強肢の早魅）、 19 8 0年（大供水）． 1 9 8 2 1:
( ~~t肢の早魁）についてのIt割以前柑がある．







































イ.Il：代fUI・きょうだいm1の共同 （助力・怖蝦 H 咋敬）
ロ．あととり鮒（剃え） 1j 1心のJt;ITiJ (UJJJJ +-+ J重助・作敬）
ハ.4!i '.ii~ の訓肢との l立I係（dyadic) （助）J H 行倣）
脱族の実態 ＝ ［イ＋ロ＋ハ］の県砧休
2 . 水川をめぐる共和lのパターン
m 肱 σ〉 近 通 BU 係
?



































ハ JU動• }JI）食・別府i（米の分 ~~11 ・分与）


















































イi)Jモータム ＝ 村長 Oh神的リーダ｝‘ムラの代表）
対









これによって. 6 0～7 0年間の人口が許容されうる制限で｜巴擬されたと考えて
いる．
b . J：地（とくに水LU）と人 1
系J持制ftと‘1q；した水川j肝イi• !JI作者の湖北（DD:tEH布が、 :tE』・J，，，にどこの川
botで働き．どこ山Ii聞の米に依イ1：していたか）．











































~'t 疑 ！ι 体 の 4見
（以上）
張
イiJI: : 県北タイ lま限界地ではあるが、そのことはこの地域が吊喪でないことを底l床
するものではない．凶u員、人口において．タイ回全体のほぼ3分の lを占める．




友杉： 抑，Iiへの山稼ぎ．と HN Dとは関係があるのか？
｜；陪： HN Dの料怖的背肢をもっとlj確にすべきであろう．と〈に立地の限界j血性
とHN Dとの関係が必ずしもljJらかではない．
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